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老
人
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い

制就
医
療
機
関
の
連
携
が
重
要

日
本
、
韓
国
を
は
じ
め
、

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
高
齢

人

口
が
著
し
く
増
加
す
る

今
、
高
齢
者
が
最
期
ま
で
元

気
で
、
健
康
な
生
涯
を
送
れ

る
こ
と
は
、
個
人
に
と

っ
て

も
、
社
会
に
と

っ
て
も
き
わ

め
て
切
実
な
課
題
と
な

っ
て

い
る
。
豊
か
な
高
齢
者
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
高
齢

者
の
健
康
な
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
様
々
な
動
き
が
見
ら

れ
る
中
、
６
月
２７
日
い
か
ら

２９
日
ω
ま
で
の
３
日
間
、
韓

国

・
釜
山
で
ア

ジ
ア
慢
性
期
医

療
協
会

（中
村

哲
也
理
事
長

・

板
橋
中
央
総
合

病
院
理
事
長
）

と
韓
国
慢
性
期

医
療
協
会

（金

徳
鎮

［キ
ム
ト

ク
チ
ン
］
会
長
・

ヒ
コ
ン
病
院
理

事
長
）
の
共
同

主

催

に

よ

り

「２
０
１
８
国

際
老
人
医
療
学

術
大
会
」
が
開

か
れ
た
。

今
回
の
大
会
で
は
、
今
後

の
老
人
医
療
の
ト
レ
ン
ド
を

再
確
認
し
、
こ
れ
か
ら
の
老

人
医
療
の
方
向
性
に
つ
い
て

議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。
ま

た
、
老
人
医
療
の
現
場
か
ら

の
声
や
、
外
国
の
優
れ
た
老

人
医
療
の
現
場
事
例
を
話
し

合
う
場
と
な
り
、
注
目
を
集

め
た
。
さ
ら
に
、
同
時
開
催

の
シ
ル
バ
ー
エ
キ
ス
ボ
、
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
エ
キ
ス
ポ

と
の
連
携
で
シ
ル
バ
ー
医
療

の
意
見
、
情
報
交
換
が
行
わ

れ
た
。
全
１５
セ
ツ
シ
ヨ
ン
、

約
７０
名
の
著
名
人
に
よ
り
講

演
が
行
わ
れ
、
日
本
、
韓
国
、

中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ア
メ
リ

カ
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
６
ヵ

国
か
ら
６
０
０
名
余
が
参
加

し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
て

老
人
医
療
施
設
を
準
備
し
て

い
る

「Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｓ
Ｈ
　
Ｙ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
」
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団

体
か
ら
、
韓
国
慢
性
期
医
療

協
会
に
対
し
助
言
が
求
め
ら

れ
、
こ
れ
に
よ
り
韓
国
の
老

人
医
療
シ
ス
テ
ム
を
モ
ン
ゴ

ル
ヘ
紹
介
す
る
期
待
が
も
た

れ
た
。

老
人
医
療
と
福
祉
の
先
進

国
で
あ
る
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の

老
人
医
療
福
祉
の
研
究
と
い

う
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
老
人
医
療
と
福
祉

事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま

た
、
日
本
と
韓
国
の
老
人
医

療
と
福
祉
と
の
連
携
体
系
を

比
較
す
る
セ

ッ
シ

ョ
ン
で

は
、
老
人
医
療
福
祉
複
合
体

に
対
す
る
研
究
内
容
が
発
表

さ
れ
、
今
後
の
老
人
医
療
の

連
携
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
が

提
示
さ
れ
た
。
韓
国
慢
性
期

医
療
協
会

の
金
徳
鎮
会
長

開会式 で あい さつす る中村哲也理 事長① と
金徳鎮会長②

り
組
み
を
進
め

る
べ
き
と
の
意

見

も

出

さ

れ

つヽ

た
。

よ

　

最
終
日
に
は

劾

蒔
癖
彦
雑
卵
卿

恭

捧
雄
漸
籍
窃
怖

十

月
に
東
京

・
お

持

備
秒
無
卸
雌
茶

ル

ジ
ア
慢
性
期
医

シ

療
学
会
参
加

ヘ

の

呼

び

か

け

や
、
現
場
実
務

者
同
士
の
研
究

は
、
「老
人
医
療
は
地
域
医

療
機
関
と
在
宅
医
療
機
関
と

の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
近

所
の
小
さ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
か

ら
総
合
病
院
ま
で

一
つ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
、
連
携

的
な
シ
ス
テ
ム
が
運
営
さ
れ

る
よ
う
な
体
制
が
構
築
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

述
べ
た
。
そ
の
た
め
に
は
政

府
か
ら
の
政
策
支
援
は
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度

化
が
先
決
で
あ
る
と
解
説
（

多
く
の
経
験
を
有
す
る
日
本

の
協
力
を
仰
い
だ
。

も
う

一
つ
は
、
韓
国
内
で

イ
シ

ュ
ー
化
さ
れ
て
い
る
療

養
病
院
の
認
証
評
価
。
療
養

病
院
の
医
療
環
境
の
改
善
を

目
的
と
し
て
施
行
さ
れ
た
韓

国
の
療
養
病
院
に
向
け
、
認

証
評
価
制
度
に
対
す
る
問
題

提
起
や
、
今
後
補
完
す
べ
き

内
容
に
つ
い
て
、
日
本
慢
性

期
病
院
の
評
価
認
証
に
照
ら

し
な
が
ら
議
論
さ
れ
た
。
認

証
評
価
を
通
じ
た
医
療
の
質

の
向
上
に
つ
い
て
の
様
々
な

ア
イ
ヂ
ア
も
発
表
さ
れ
た
。

老
人
医
療
に
お
け
る
看
護
は

も
ち
ろ
ん
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
特
に
在

宅
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
高
い
関
心
が
集
め

ら
れ
た
。
韓
国
に
は
日
本
の

回
復
期
病
床
に
あ
た
る
概
念

が
な
い
た
め
、
回
復
期
病
床

で
行
わ
れ
て
い
る
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
慢
性
期
病

院
で
任
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら

今
後
の
韓
国
慢
性
期
病
院
で

は
、
高
齢
者
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
確
立
に
向
け
て
取

内
容
を
発
表
し
な
が
ら
両
国

の
老
人
医
療
発
展
に
向
け
て

協
力
し
合
う
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
慢
性
期

医
療
協
会
の
中
村
哲
也
理
事

長
は

「釜
山
で
行
わ
れ
た
老

人
医
療
学
術
大
会
が
こ
れ
か

ら
も
国
際
的
規
模
て
持
続
的

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ

て
い
る
」
と
語

っ
た
。

今
回
の
大
会
は
、
韓
国
と

日
本
の
老
人
医
療
の
発
展
に

つ
な
が
る
土
台
作
り
と
し
て

価
値
あ
る
大
会
で
あ
り
、
今

後
も
よ
り
充
実
し
た
大
会
が

開
催
で
き
る
よ
う
、
両
国
の

協
力
と
交
流
を
期
待
、
成
功

裏
に
閉
会
し
た
。

2013国際老 人医療学術大会 の もよ う


